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n の値として丸棒では 2.0 ，四角棒では 2.3 ，三角棒では 2.5 とすればよいことを示している。
第 3 章では，同じ鋳物モジュラスをもっ丸棒，四角棒および三角棒の平均冷却速度，共品セル数お






平均冷却速度，共品セル数および機械的性質を調べたところ， n の値を1. 8 とした実験式によって近
似できることを見出している。
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第 6 章では，実用の同一形状で寸法が異なる 5 種類の鋳鉄製フライホイルを用い，その厚肉部，薄
肉部およびボス部にあらわれる質量効果について調べている。その結果，これらの共品セル数および
機械的性質は，単一な形状のものから求めた実験式より，計算できることを明らかにしている。すな









逆数の n 乗に比例することを見出し，丸棒，四角棒および三角棒に対して，それぞれ n=2.0 ，
2.3 および 2.5 とする簡便な実験式を導いている。




厚肉部およびボス部に対しては四角棒 (n =2.3) ，薄肉部では平板 (n=2 .4)から求めた実
験式が適用できることを明らかにしている。
以上のように本論文は，鋳鉄鋳物の質量効果を簡便な実験式であらわし，実用鋳鉄鋳物に対する応
用が期待されるものであり 機械設計および材料工学に寄与するところが大きい。
よって本論文は，博士論文として価値あるものと認める。
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